
 

「まち・ひと・こころが織り成す京都遺産」 

パンフレット制作業務に係る公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 趣旨 

本要領は，京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課において，「まち・ひと・ここ

ろが織り成す京都遺産」パンフレット（以下「パンフレット」という。）制作業務等を業務委

託するため，公募型プロポーザル（以下「プロポーザル」という。）方式によって選定する手

続きについて，必要な事項を定めるものである。 

 

２ 事業の目的 

  平成２８年１月に創設した，京都の文化遺産をテーマごとにまとめ，地域性，歴史性，物語

性を持った集合体として認定する「まち・ひと・こころが織り成す京都遺産」（以下，「京都遺

産」という。）について，平成２９年度に「明治の近代化への歩み」，「千年の都の水の文化」，

「京町家とその暮らしの文化」の３テーマを認定した。 

  認定された「京都遺産」について，より多くの方々に，個々に見るだけでは分からなかった

新たな魅力を伝え，歴史や文化への理解を深めていただくとともに，それらを支える地域，人々

が貴重な文化遺産を維持，継承しているという誇りを高めていただくことで，京都の文化遺産

を守り，活かす取組につなげるため，パンフレットを制作する。 

  なお，認定されたテーマについては，「京都の文化遺産 HP（http://kyoto-bunkaisan.com/）」 

 に詳細を掲載するので，参照すること。 

 

３ 概要 

⑴ 業務内容 

本市が認定した「京都遺産」のテーマ（３テーマ）について，それぞれ個別にパンフレッ

トを作成すること。パンフレットが達成すべき具体的な内容については，「「まち・ひと・こ

ころが織り成す京都遺産」パンフレット提案要求仕様書」（別紙 1）を参照すること。 

なお，提案要求仕様書は基本的な業務内容を示したものであり，プロポーザルによる応募

者からの提案を受けて仕様を追加・変更し契約締結を行うことがある。 

⑵ 委託期間 

   契約締結日から平成３１年３月３１日（日）まで 

⑶ 委託金額（上限） 

   １，５００千円（消費税を含む。）とする。 

   なお，契約期間中に消費税率の変更があった場合でも，総額は変更せずに契約は行う。 

 

４ 参加資格 

  次の条件を満たす法人とする。 

  なお，契約締結後であっても，応募者が以下の条件を満たしていないことが判明した場合に

は，本市は契約を解除できるものとする。 

⑴ 地方自治法施行令（昭和 22 年政令 16 号）第 167 条の 11 第１項において準用する第 167 条

の 4 の規定に該当しないものであること。 

⑵ 京都市契約事務規則第４条に規定する一般競争入札有資格者名簿若しくは第 22 条に規定

する指名競争入札有資格者名簿に登載されているものであること。 

⑶ 公告の日から応募締切日までの間において，京都市競争入札等取扱要綱第 29条の１の規定



 

に基づく競争入札参加停止措置を受けていない者であること。 

⑷ 過去２箇年の消費税及び地方消費税，市町村民税及び固定資産税を完納していること。 

⑸ 宗教活動や政治活動を主たる目的としない法人であること。特定の公職者または政党を推

薦，支持，反対することを目的とした法人でないこと。 

⑹ その他，公共の福祉に反する活動をしていないこと。また，法人及びその役員が，暴力団，

暴力団関係企業，総会屋若しくはこれらに準ずる者又はその構成員でないこと。 

⑺ 京都市契約事務規則第 40条の規定により，本市の承認なしに委託業務内容を他の事業者に

再委託しないこと。 

 

５ 参加手続等 

プロポーザルの参加を希望する者は，次のとおり，必要な手続等を行うこと。 

 ⑴ 企画提案書等の提出 

企画提案書等は，「「まち・ひと・こころが織り成す京都遺産」パンフレット制作業務に係

る公募型プロポーザル企画提案書等作成要領」（別紙２）に基づき作成し，郵送又は持参によ

り提出すること。 

  ア 提出部数 

    印鑑を押印したもの １部 

    印鑑を押印していないもの ５部 

  イ 提出場所 

    「８ 問合せ先及び関係書類の提出先」参照 

  ウ 提出期限 

    平成３０年４月２７日（金）午後５時まで（郵送の場合も同様） 

  エ 選定の対象外となる場合 

    企画提案書等が次に掲げる場合に該当するときは，選定の対象外となり，電子メール及

び書面によりその旨を通知する。 

   (ｱ) 「４ 参加資格」に掲げる資格のない者が提出した場合 

   (ｲ) 提出期限，提出先及び提出方法に適合しない場合 

   (ｳ) 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていない場合 

   (ｴ) 虚偽の内容が記載されている場合 

   (ｵ) 企画提案書等に記載された見積金額が委託金額の上限価格を超えた場合 

 ⑵ 質問の受付及び回答 

   プロポーザルに関して質問がある場合は「質問書」（様式４）に記載し，「８ 問合せ先及

び関係書類の提出先」に記載するメールアドレスに，「プロポーザルの質問」と件名を記入し，

当該ファイルを添付して，電子メールで提出すること。電話での質問は一切受け付けない。

ア 質問の受付期間 

    平成３０年４月１０日（火）午前９時 ～ 平成３０年４月１９日（木）午後５時 

  イ 質問の回答 

    質問の回答は，質問内容及び回答内容を取りまとめたうえで，平成３０年４月２４日（火）

までに京都市情報館に掲載する。 

 

６ 委託予定者の選定 

 ⑴ 選定方法 

   選定は，「「まち・ひと・こころが織り成す京都遺産」パンフレット制作業務に係る委託予



 

定者選定委員会」（以下「選定委員会」という。）が行う。選定に当たっては，「「まち・ひと・

こころが織り成す京都遺産」パンフレット制作業務に係る委託予定者選定委員会評価基準」

（別紙３）に掲げる評価項目について，企画提案書等の提出書類の審査（必要に応じてヒア

リングを行う。）より参加者の事業実施能力を総合的に評価し，最も優れた提案を行った者を

委託予定者として決定する。 

   なお，委託予定者に選定された者が辞退等により京都市と業務委託契約ができない場合は，

次点者を委託契約者とする。 

⑵ ヒアリングの実施 

   提出された内容について，必要に応じてヒアリングを行う。日時・場所等の詳細について

は，企画提案書等の提出後に連絡する。 

 ⑶ 選定委員会の体制 

   選定委員会は，以下の４名で構成する。（職名は平成３０年４月１日現在） 

  京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財担当部長（委員長） 

  京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課長 

   京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課担当課長 

   京都市産業観光局観光 MICE 推進室誘客誘致課長 

 ⑷ 選定結果の通知 

   選定結果については，平成３０年５月１１日（金）までに参加者全員に通知するとともに，

参加した事業者及び評価点等を京都市情報館（入札・公募型プロポーザル情報）に公開する。 

 

７ その他 

 ⑴ 提出書類の作成及び提出に関するすべての費用は，書類提出者の負担とする。 

 ⑵ 公募手続において使用する言語及び通貨は，日本語及び日本国通貨に限る。 

 ⑶ 企画提案書等の提出期限後の差替え及び再提出は一切受け付けない。 

 ⑷ 提出された書類等の返却は行わない。 

 ⑸ 各別紙及び様式類は，京都市のホームページ上（入札・公募型プロポーザル情報）からダ

ウンロードできる。 

 

８ 問合せ先及び関係書類の提出先 

  〒６０４－８００６ 

  京都市中京区河原町通御池下る下丸屋町３９４番地 Y・J・K ビル２階 

  京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（担当：安藤，吉田） 

  TEL：０７５－３６６－１４９８ FAX：０７５－２１３－３３６６ 

  メール bunka-hogo@city.kyoto.lg.jp 


